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２０１９年度地域との協働による高校教育改革推進事業（PDCAサイクル）

今後のスケジュール

ロジックモデ
ル作成

事業提案書の内容を
ベースとしたロジック
モデルづくり
（目標・取組・評価の
連動準備）

提出されたロジックモ
デルを整理・分析し、
改善に向けたポイント
を整理

研修の形でロジックモ
デルの座学、改善ワー
クの実施

ロジックモデルの完成
⇒各校、次年度の事業
計画を作成

アンケート調
査の実施

「高校魅力化評価シス
テム」を実施（プレ実
施）

各校の評価結果を整
理・分析し、各校の強
み等の特徴を整理

ロジックモデル研修と
あわせて、真に必要な
指標の追加・改善を検
証するワークの実施

10月の検証を受けて、
指標の構成を検討（質
的改善）した「新指標
群」を作成

全国サミット
（仮称）の開催

６月～７月 ８月～９月 10月 ～１月
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０
２
０
年
度
事
業
の
実
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・2020年度の
アウトカム指標

学校と地域を
つなぐ人材の
在り方に関す
る調査研究

・ここで教員アンケートの依頼
も実施。

研究会の立ち上げ

・コーディネーターの
あり方分科会を開催
・教職員に対するコー
ディネーターのニーズ
調査

ガイドブックv1とし
て「コーディネータ」
のあり方案をとりまと
め

あり方検討の結果を、
ガイドブックとしてと
りまとめ


